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WAIS【ウェイズ】

Wide Area Information Servers（広域情報サーバー）

の略。情報検索システムの1つであり、WAISクライアン

ト、WAISサーバーおよびWAISデータベース（ソースと

も呼ぶ）によって構成される。Archieではファイル名によ

る検索しかできないが、WAISではクライアントでデータ

ベースを指定してキーワードを入力すると、サーバーがデ

ータベースの索引を検索して結果をクライアントに戻すの

で、内容を確かめながら検索できる（テキスト形式のファ

イルの場合、通常、全文を索引にしている）。また、検索

条件に一致した回数順にファイルをリストする機能や、検

索した結果をもとにさらに検索するといった絞り込み

（relevance feedback）の機能を提供してインターフェイ

スを改善している。WAISではテキストに限らず、音声や

画像などのマルチメディア情報も扱うことができる。WAIS

データベースには有料のものも多いが、現在では約500の

無料データベースが利用できる。WAISにはデータベース

自体を検索する機能もあるので、その所在を知らなくて

もかまわない。WWWとWAISのゲートウェイ（WAIS

GATEなど）を利用すれば、MosaicなどのWWWブラウ

ザーでも検索できるので、とくにWAISクライアントソフ

トウェアを用意する必要はない。

インターネット用語解説：07 金森 國臣

ファイアウォール【firewall】

建築では「防火壁」のことであるが、インターネットで

はセキュリティ用のゲートウェイのことをいう。インター

ネットのプロトコルはネットワーク間の自由な相互接続を

主眼にしているが、これはセキュリティの点から見ると、

常に外部からの不正な侵入に組織内ネットワークがさら

されていることになる。これを防ぐために外部ネットワー

クとの間にゲートウェイを置き、通過するすべてのパケッ

トを組織のセキュリティ方針に従ってフィルタリング（ス

クリーニング）し、特定のプロトコルやIPアドレスしか受

け付けないようにしている。外部からのアクセスを制限す

ると、何らかのかたちで内部からのアクセスにも制約が加

わることから、「壁」を越えたスムーズなアクセスを保証

するために、プロキシーサーバーという外部へのアクセス

を代行するサーバーをファイアウォールに導入することも

ある。ファイアウォールはホストに限らず、ルーターで実

現してもかまわない。

MIME【マイム】

Multipurpose Internet Mail Extensions（多目的イン

ターネットメール拡張仕様）の略。電子メールで、グラ

フィックス、音声、カラー画像などの非テキストデータ

（バイナリーデータ）を扱うための仕様。MIMEによって、

マルチメディアで作成したメールを送受信できるため、よ

り効果的なコミュニケーションが可能になる。また、ファ

ックス、PostScriptイメージ、FTPサイトへのポインター

など、従来の範疇を越えたデータもメールに同封すること

ができる。

PAP【パップ】

Password Authentication Protocol（パスワード認証プロトコル）の

略。ユーザー認証方式の1つであり、パスワードによって認証を行う。ダ

イアルアップIPで使用されているプロトコル（PPP）の中の1つ。パス

ワードそのものが通信路を流れるので、セキュリティ上あまりよい方法で

はないが、簡単に実装できるため広く使われている。
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SMTPサーバー【エスエムティーピーserver】

電子メールを発信するホストであり、SMTPというプロトコル

を使用して、他のSMTPサーバーにメールの配信を行う。SMTP

はSimple Mail Transfer Protocol（簡易メール転送プロトコル）

の略。

デレゲートサーバー【delegate server】

プロキシーサーバーの一種であり、ファイアウォールマシンに実

装して使用する。クライアントの代理として動作すること、また

キャッシュ機能を持っていることから、プロキシーサーバーと機能

的にもほぼ同じだが、デレゲートサーバーでは漢字コードの変換機

能を提供している（つまり欧米では利用されていない）。HTML文

書の作成には、JIS、シフトJIS、EUCといった各種の漢字コー

ドが使用されているため、クライアントソフトウェアによっては漢

字を表示できないこともあるが、デレゲートサーバーを使用するこ

とにより、この問題は解消できる。しかし最近では、クライアン

トソフトウェア側で漢字コードを処理できるようになったので、そ

の役割を終えつつある。デレゲートは電総研の佐藤豊氏によって

開発された。

UNIXの用語集がhttp://www.sun.com/smcc/Products/glossary.htmlにあります。関心のある方はア

クセスしてみてください。また用語集を掲載しているサイトをご存じの方は、情報をお寄せください。

E-mail to： ip-term@impress.co.jp

POPメール【ポップmail】

電子メールを読み書きする方法の1つ。ユーザーのマシ

ン（クライアント）に対して郵便箱の役割を果たす。ク

ライアントが指定したサーバーとの間で、POPというプロ

トコルを使用してメールの交換を行う。そのため、クライ

アント側に実装するメーラー（mailer）はPOPに対応し

ていなければならない。ユーザーの認証は、クライアント

側が設定したログイン名とパスワードによって行う。POP

はPost Office Protocol（ポストオフィスプロトコル）の

略。POP、POP2、POP3の3つのバージョンがあるが、

下位互換性はない。現在は、POP3が主流。

プロキシーサーバー【proxy server】

プロキシーサーバーとは、ファイアウォールの内側にあ

るクライアントからHTTPやFTP、Gopherなどのアクセ

ス要求を受け付け、クライアントの「代理」をするサーバ

ーの総称である。この機能によって、ファイアウォールを

超えて外部へアクセスできる。プロキシーサーバーでは、

クライアントが指定して取得した文書をプロキシーサーバ

ーマシンのローカルディスク上にキャッシュ（貯蔵）する

機能も提供しており、同一文書へアクセスされた場合に、

キャッシュしている文書をクライアントに転送して、高速

な処理が実現できるという利点がある。

Gopher 前号の「go far」は「go for」の誤りです。

ping 前号の「あるいは稼働しているかどうか」は「あるいはそ

のホストまでの通信経路が正常であるかどうか」の誤りです。また読

みは「ピング」の方が一般的なようです。

vat 前号のvatはVisual Audio Toolの略。

NSPIXP WIDEプロジェクトにおいて、この略語の解釈が

「Network Service Provider Internet Xrossing Point」から「Network

Service Provider Internet eXchange Point」に変更されましたので、

訂正します。

After  care
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